
No.28 平成 20 年
2008

　平尾保育園は、 泥んこ遊びで自然を体感。
同園裏の水田で、泥まみれになりながら綱引
きを楽しむ園児たち（記事は P.20)

田んぼに広がる笑顔



ふ
る
さ
と
納
税
で

長
島
の
景
観
づ
く
り
に
応
援
を

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
「
ふ
る
さ
と
」
を
応
援
し
た
い
、「
ふ
る

さ
と
」
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
い
う
想
い
を
、
寄
附
金
と
い
う
形
で
実
現

で
き
る
制
度
で
す
。

　

寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
、
所
得
税
や
現
在
お
住
ま
い
の
自
治
体
の

住
民
税
が
一
定
限
度
ま
で
控
除
さ
れ
ま
す
（
確
定
申
告
の
手
続
き
が
必
要
）。

　

長
島
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
、
親
族
な
ど
が
長
島
町
に
お
住
ま
い
の
人
、

長
島
町
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
人
な
ど
、
長
島
町
に
縁
が
あ
る
皆
さ
ま
、
石
積

み
や
花
な
ど
を
い
か
し
た
「
ふ
る
さ
と
長
島
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
ぜ
ひ
ご
支

援
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

かごしま応援寄附金

　

鹿
児
島
県
で
は
「
か
ご
し
ま
応

援
寄
附
金
」
を
設
置
し
、
県
外
に

お
住
ま
い
の
本
県
出
身
者
や
関
係

者
に
対
し
て
、
県
と
市
町
村
が
一

体
と
な
っ
て
協
議
会
を
設
立
し
、

郷
土
・
鹿
児
島
に
対
す
る
応
援
寄

附
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附

金
は
、
そ
の
10
分
の
６
を
市
町
村

の
施
策
に
、
10
分
の
４
を
県
の
施

策
に
そ
れ
ぞ
れ
大
切
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
寄
附
金

に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」
に
よ
り
寄
附
さ

れ
た
人
の
課
税
所
得
等
に
応
じ

て
、
個
人
住
民
税
等
の
軽
減
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

長
島
町
へ
直
接
寄
附
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
税
軽
減

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
税
の
軽

減
は
、
所
得
税
と
個
人
住
民
税
で

あ
わ
せ
て
『
寄
附
額
　
５
０
０
０

円
』
が
基
本
で
す
が
、
お
お
む
ね

個
人
住
民
税
所
得
割
額
の
１
割
が

上
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

か
ご
し
ま
応
援
寄
附
金
以
外
に

他
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄

附
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
を

合
算
し
た
額
で
計
算
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
税
軽
減

の
上
限
と
な
る
額
は
、
所
得
や
家

族
構
成
、
寄
附
金
額
な
ど
に
応
じ

て
変
動
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

で
は
、
３
万
円
寄
附
す
る
と
、
所

得
税
と
個
人
住
民
税
あ
わ
せ
て

２
万
５
０
０
０
円
軽
減
さ
れ
ま

す
。

Ａ　寄　附　額 ３０，０００円
Ｂ　税の軽減額 ２５，０００円

内　　訳
所　得　税 　２，５００円
個人住民税 ２２，５００円

　　　　Ｃ　自己負担額（Ａ - Ｂ） 　５，０００円

例　●夫婦と子２人（小学生と高校生）がいるサラリーマンで、
　　　 年収７００万円（所得税率 10％）、
 　　　個人住民税所得割額が２９３，５００円の場合

寄
附
金
の
使
い
み
ち

　

長
島
町
は
、「
か
ご
し
ま
応
援

寄
附
金
」
に
よ
る
県
か
ら
の
交
付

金
と
、「
夢
追
い
ふ
る
さ
と
長
島

景
観
寄
附
条
例
」（
※1
）
に
よ
る

寄
附
金
を
財
源
と
し
て
、
寄
附
者

参
加
型
の
魅
力
あ
る
長
島
の
ふ
る

さ
と
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
財
源
を
活
用
し
て
本
町

は
、
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
長
島
の
景
観
づ
く
り

に
関
す
る
事
業

●
そ
の
他
地
域
活
性
化
に
関
す
る

事
業

　

ふ
る
さ
と
長
島
の
景
観
づ
く
り

に
関
す
る
事
業
へ
の
財
源
は
、「
夢

追
い
ふ
る
さ
と
長
島
景
観
基
金
」

に
よ
り
運
用
管
理
し
、
そ
の
他
地

域
活
性
化
に
関
す
る
事
業
の
財
源

は
、
指
定
寄
附
と
し
て
一
般
会
計

予
算
に
計
上
し
整
理
し
ま
す
。

※1 夢追いふるさと長島景観寄附条例
　長島町は、鹿児島県の「かごしま応援寄附金」を尊重しながら、『夢追
いふるさと長島景観寄附条例』を施行し、ふるさと長島を愛し、応援しよ
うとする個人・団体からの寄附金を、一口 5, ０００円で募っています。
■問い合わせ先
　役場企画財政課　企画調整係　℡ 0996-86-1111　内線 1254 石積みを活用した道づくり（川床）

鹿
児
島
県

寄附者最寄りの税務署等

県の施策に活用

市町村の施策に活用

10 分の 4

10 分の 6
寄附金の払込み

寄附金受領証明
書の受け取り

確定申告等により税の軽減

市町村の指定がない場合は、その 4 分
の 1 を均等割、4 分の 3 を人口割で全
市町村に配分。市町村の指定がある場
合は、指定された市町村へ配分します。
ぜひ長島町とご指定ください。

かごしま応援寄附金のしくみ

川床小前

長島中前

白瀬

小浜

川内

川床

平尾

夢追いふるさと長島景観寄付

－
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民生費
19億7738万6千円

22.5％

公債費
15億7141万5千円

17.9％

土木費
13億5632万1千円

15.5％

総務費 10億2500万5千円
11.6％

農林水産業費 9億6442万1千円
11.0％

教育費 7億5574万4千円 8.6％

その他 11億2819万8千円 12.9％

町税 6億9258万9千円
7.9％

地方交付税
42億6000万円

48.5％

町債
13億7590万円

15.7％

国庫支出金 8億1120万7千円 9.2％

県支出金 7億7676万2千円 8.8％

繰入金
3億4420万円

3.9％

分担金及び負担金
1億7397万7千円

2.0％

その他
1億3718万7千円

1.6％

依存財源
74億3053万7千円

84.6％

自主財源
13億4795万3千円

15.4％

その他
2億666万8千円

2.4％

歳
入
総
額　

87
億
７
８
４
９
万
円

歳
出
総
額　

87
億
７
８
４
９
万
円

主　な　事　業  

　

平
成
20
年
第
２
回
長
島
町
議
会

定
例
会
が
６
月
13
日
か
ら
23
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
や
ふ
る
さ
と

納
税
を
景
観
づ
く
り
に
生
か
す

「
夢
追
い
ふ
る
さ
と
長
島
景
観
寄

附
条
例
」
の
制
定
、
救
急
車
購
入

契
約
な
ど
20
議
案
を
可
決
。
専
決

処
分
１
件
を
承
認
し
、
陳
情
１
件

を
採
択
、
教
育
予
算
確
保
に
関
す

る
意
見
書
を
関
係
省
庁
へ
送
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
２
億
４
１
６
２
万
７
０
０

０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
87
億
７
８
４

９
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

追
加
予
算
の
歳
入
財
源
の
主
な

も
の
は
、
繰
入
金
８
０
１
０
万
２

０
０
０
円
、
県
支
出
金
６
５
６
６

万
６
０
０
０
円
な
ど
で
す
。

　

今
回
補
正
さ
れ
た
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
小
浜
海
水
浴
場
海
浜
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
８
８
０
４
万
１

０
０
０
円
や
蔵
之
元
の
迫
之
前
地

区
農
業
集
落
道
路
改
良
事
業
な
ど

で
す
。

　

今
回
追
加
さ
れ
た
予
算
の
主
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

小浜海水浴場海浜センター整備事業などに
２億４１６２万円を追加

一般会計予算の総額は 87 億 7849 万円

《総務課》　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

◎ 湯ノ口の小型動力ポンプ積載車の更新・・・・・・・ 4,500

《企画財政課》
◎ 獅子島一周ウォークラリーの開催・・・・・・・・・ 2,000

◎ 起債の繰上償還・・・・・・・・・・・・・・・・・ 49,029

《町民福祉課》
◎ 福祉事務所開設１周年記念の福祉大会開催・・・・・ 750

《保健衛生課》
◎ 75 歳以上の高齢者へはり・きゅう

人間ドックなどの助成・・・・・・・・・・・・・・ 600

《農林課》
◎ 東町産業開発株式会社の施設天井改修・・・・・・・ 8,203

◎ 獅子島一周林道の路肩崩壊整備・・・・・・・・・・ 9,065

◎ 御所ノ浦の平野地区農道改良舗装・・・・・・・・・ 8,155

◎ 山中の農業集落道路改良・・・・・・・・・・・・・ 15,713

◎ 蔵之元の迫之前地区農業集落道路改良・・・・・・・ 52,438

《水産商工課》
◎ ヒラメの稚魚放流・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,450

◎ 指江地区アワビ放流追跡調査と
長島西海岸藻場育成試験など・・・・・・・・・・・ 500

◎ 小浜海水浴場の施設整備・・・・・・・・・・・・・・ 88,041

《建設課》
◎ 御所ノ浦の排水路整備・・・・・・・・・・・・・・・ 17,250

《事業推進課》
◎ ふるさと納税寄附金等による石積み景観事業・・・・ 1,147

《教育総務課》
◎ 本浦小・長島中の教職員住宅整備・・・・・・・・・・ 1,170

《学校教育課》
◎ 不登校傾向などの問題を抱える学校・家庭への

スクールソーシャルワーカー派遣・・・・・・・・・ 1,400

《水道課》
◎ 平尾水源さく井、口之福浦・町道小島加世堂線

県道長島宮之浦港線・宮之浦臨港道路水道布設替・・ 13,960

◎ 片側に高感度濁度計設置など・・・・・・・・・・・ 11,000

行
政
用
語
の
解
説

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
収
入

■
歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
支
出

■
地
方
交
付
税

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
一
定
の

基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越
し
た
お
金

■
繰
入
金

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
補
助
金

■
町
債

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、

財
政
事
務
、
選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福
祉
、

児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄
物
処
理

な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、
公
営

住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害
軽
減
な

ど
の
経
費

■
教
育
費

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育

な
ど
の
経
費

■
公
債
費

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の

償
還
金

農 業 集 落 道 と し て 延 長 155 ｍ、 幅 5 ｍ 改
良される蔵之元の迫之前線

延 長 220 ｍ、 幅 4 ｍ 改 良 さ れ る 山 中 の 農
業集落道

小浜海水浴場に管理人室、トイレ、シャワー
室、監視人室等を備えた施設を整備

小
浜
海
水
浴
場

建設予定地
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阿
久
根
地
区
消
防
組
合

は
、
合
併
後
も
合
併
前
と
同

じ
東
分
遣
所
と
長
島
分
遣
所

が
そ
れ
ぞ
れ
旧
町
を
範
囲
と

し
て
管
轄
し
て
き
ま
し
た
。

町
政
一
般
に
つ
い
て
は
一
定

の
行
政
改
革
を
実
施
し
な
が

ら
、
町
民
の
利
便
性
を
低
下

す
る
こ
と
な
く
地
方
自
治
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
分
遣
所

に
お
け
る
消
防
行
政
に
つ
い

て
も
、
合
併
の
効
果
を
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
時
代
と

と
も
に
多
様
化
す
る
緊
急
要

請
に
即
応
で
き
る
組
織
体
制

の
見
直
し
を
図
る
た
め
に
８

月
１
日
か
ら
再
編
を
行
い
ま

す
。 ８

月
１
日消防再編スタート

１
１
９
は
東
分
遣
所
で
一
括
受
付

再
編
し
て
ど
う
か
わ
る
の
？

１
１
９
番
通
報

　

火
災
や
救
急
の
「
１
１
９
番
」

受
付
の
す
べ
て
を
東
分
遣
所
で
受

信
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
長
島

分
遣
所
は
通
信
業
務
は
行
わ
ず
、

現
場
対
応
に
専
念
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

管
轄
区
域
の
見
直
し

　

東
分
遣
所
が
管
轄
し
て
い
た
田

尻
地
区
を
長
島
分
遣
所
が
、
長
島

分
遣
所
が
管
轄
し
て
い
た
平
尾
地

区
を
東
分
遣
所
が
管
轄
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
と
も
な
い
、
こ
れ
ま
で

分
遣
所
か
ら
16
・
３
㌔
あ
っ
た
田

尻
の
上
浜
地
区
は
８
・
８
㌔
、
10
・

２
㌔
あ
っ
た
口
之
福
浦
地
区
は

６
・
７
㌔
と
大
幅
に
距
離
を
縮
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
災
無
線

　

火
災
や
災
害
時
の
緊
急
連
絡
で

活
用
し
て
い
る
防
災
無
線
も
東
分

遣
所
を
司
令
塔
に
し
て
一
括
運
用

さ
れ
ま
す
。

消
防
無
線

　

町
内
に
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
消

防
無
線
通
話
不
能
地
区
や
不
良
地

区
が
あ
り
ま
し
た
が
、
行
人
岳
に

基
地
局
を
設
け
、
そ
の
解
消
が
図

ら
れ
ま
す
。

一
般
電
話

　

両
分
遣
所
が
独
自
で
保
有
す
る

一
般
加
入
電
話
は
継
続
し
ま
す
。

東
分
遣
所

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
０
１
１
９

長
島
分
遣
所

℡
０
９
９
６
‐
８
８
‐
５
３
３
３

　

た
だ
し
、
長
島
分
遣
所
が
消

防
・
救
急
業
務
で
出
場
し
て
留
守

の
場
合
は
、
来
庁
者
に
つ
い
て
は

昼
間
は
総
合
管
理
課
で
、
夜
間
は

指
江
庁
舎
警
備
員
が
対
応
し
、
電

話
は
東
分
遣
所
に
転
送
さ
れ
ま

す
。

東分遣所長島分遣所

↑
東
分
遣
所
１
１
９
番
通
報
を
受
信
す
る
職
員

緊急出動する救急隊員

遠隔制

御装置

遠隔制

御装置

防災無線装置

無線電

話装置

消防用基地局

無線電話装置

ＮＴＴ専用線

ＮＴＴ専用線

東分遣所

指江庁舎

行人岳基地局

長島分遣所

消防車・救急車

指 江 地 区 防 災
無線子局へ

消防無線
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【改正前】
区　　　　分 医療分（旧東） 医療分（旧長島） 介護分（旧東） 介護分（旧長島）

所得割 10% 7% 2.4% 0.7%
資産割（固定資産税） 45% 35% 12% 6%
均等割（1 人当たり） 27,000 円 19,000 円 8,500 円 6,000 円

平等割（1 世帯当たり） 28,000 円 22,000 円 8,500 円 4,000 円
課税限度額 560,000 円 90,000 円

【改正後】 （新規）
区　　　　分 医療分 後期高齢者 ( 支援金分 ) ※介護分

　※介護分は、40 歳から 64 歳
　　 までの人が対象です。

所得割 6% 3.8% 2.4%
資産割（固定資産税） 30% 15% 12%
均等割（1 人当たり） 18,000 円 8,000 円 8,500 円

平等割（1 世帯当たり） 19,000 円 9,000 円 8,500 円
課税限度額 470,000 円 120,000 円 90,000 円平成 20 年３月まで 平成 20 年４月から

医療分 介護分 支援分 介護分

老人保健
拠出金

　　【限度額】９万円
　４０歳～６４歳の

  被保険者

医療分

【限度額】１２万円 　　【限度額】９万円
　４０歳～６４歳

の被保険者

後期高齢者医療制度に支援
【限度額】５６万円 【限度額】　４７万円

被保険者全員で負担
75 歳以上の人と一定の障害
のある 65 歳以上の人を含む

  老人保険制度へ
拠出 医療分と支援分は 0 歳～ 74 歳の被保険者で負担

平成 20 年 4 月から 75 歳以上の人（一定の障害のある人を含む）は、広
域連合の定める保険料を納めます。

　
長
島
町
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
は
、
合
併

時
の
調
整
方
針
で
旧
町

間
の
税
率
に
格
差
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
新

町
で
は
「
旧
町
単
位
で

税
率
の
不
均
一
課
税
を

実
施
し
、
合
併
後
３
年

を
目
途
に
税
率
を
統
一

す
る
」
と
し
て
い
ま
し

た
。

　
町
で
は
、
国
民
健
康

保
険
税
審
議
委
員
会
や

国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
を
経
て
、
町
議
会

へ
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
改
正
を
提
案
し
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
正
後
の
税
率
は
、

平
成
20
年
度
課
税
分
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
の
改
正
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

１
低
所
得
者
の
軽
減
措
置

　

国
民
健
康
保
険
税
に
は
、

低
所
得
者
世
帯
の
税
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
一
定
基

準
以
下
の
所
得
世
帯
に
対
し

均
等
割
と
平
等
割
が
、
そ
れ

ぞ
れ
７
割
・
５
割
・
２
割
の

軽
減
制
度
を
導
入
し
て
い
ま

す
。

２
激
変
緩
和
措
置

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

で
き
た
こ
と
に
よ
る
国
民
健

康
保
険
税
の
激
変
緩
和
措
置

が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

の
判
定
を
す
る
と
き
、
75
歳

以
上
の
人
（
一
定
の
障
害
の

あ
る
人
は
65
歳
以
上
）
が
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

し
た
こ
と
に
よ
り
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
（
加
入
者
）

が
減
少
し
て
も
、
５
年
間
移

行
し
た
人
の
人
数
・
所
得
を

含
め
て
判
定
す
る
措
置
が
あ

り
ま
す
。

※
こ
の
措
置
が
適
用
さ
れ
る

の
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

改正後 医療分 + 支援分
（新税率） + 介護分 ＝ 保険税

改正前 医療分 + 介護分 ＝ 保険税

度
に
移
行
し
た
人
と
継
続
し

て
同
一
世
帯
で
あ
る
場
合
で

す
。

３
平
等
割
を
軽
減

　

国
民
健
康
保
険
か
ら
75
歳

以
上
の
人
（
一
定
の
障
害
の

あ
る
人
は
65
歳
以
上
）
が
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単

身
世
帯
に
な
る
場
合
に
は
、

５
年
間
「
医
療
分
」
と
「
支

援
分
」
に
か
か
る
平
等
割
を

２
分
の
１
に
す
る
措
置
が
あ

り
ま
す
。

※
こ
の
軽
減
が
適
用
さ
れ
る

の
は
、
国
民
健
康
保
険
に
残

る
方
が
１
人
で
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
人

と
継
続
し
て
同
一
世
帯
で
あ

る
場
合
で
す
。

４
社
会
保
険
等
で
扶
養
さ
れ

て
い
た
人
の
減
免

　

社
会
保
険
等
に
加
入
し
て

い
る
75
歳
以
上
の
人
（
一
定

の
障
害
の
あ
る
人
は
65
歳
以

上
）
が
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
社
会
保
険
等
の
被

扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
人
が

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

場
合
に
は
、
新
た
に
国
民
健

康
保
険
税
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
そ
の
扶
養
さ

れ
て
い
た
人
（
国
民
健
康
保

険
の
資
格
を
得
た
日
に
65
歳

以
上
の
人
）
に
つ
い
て
は
２

年
間
、
次
の
よ
う
な
減
免
措

置
が
あ
り
ま
す
。

Ⅰ
所
得
割
、
資
産
割
に
つ
い

て
は
、
所
得
や
資
産
に
か
か

わ
ら
ず
課
税
し
な
い
（
世
帯

の
判
定
を
す
る
と
き
に
は
、

扶
養
さ
れ
て
い
た
人
の
所
得

も
対
象
）。

Ⅱ
均
等
割
を
半
額
に
す
る

（
７
割
・
５
割
の
軽
減
に
該

当
す
る
人
は
そ
ち
ら
が
優

先
）。

Ⅲ
社
会
保
険
等
の
被
扶
養
者

に
な
っ
て
い
た
人
だ
け
の
世

帯
（
単
身
世
帯
）
は
、
平
等

割
を
半
額
に
す
る
（
７
割
・

５
割
の
軽
減
に
該
当
す
る
人

は
そ
ち
ら
が
優
先
）。

　

こ
れ
ま
で
は
、
職
場
の
健
康
保

険
（
社
会
保
険
等
）
等
に
加
入
さ

れ
る
場
合
を
除
い
て
、
年
齢
に
関

わ
ら
ず
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
ま
し
た
が
、
制
度
改
正
に

よ
っ
て
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
世

代
の
人
は
、
独
立
し
た
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
と
も
な
い
、
高
齢

者
世
代
の
医
療
費
へ
の
負
担
の
仕

組
み
も
見
直
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
、

老
人
保
健
へ
の
拠
出
金
を
国
民
健

康
保
険
税
の
「
医
療
保
険
分
」
に

含
め
て
算
定
す
る
方
法
か
ら
、
現

役
世
代
が
負
担
す
べ
き
費
用
を

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」
と
分
け

て
算
定
す
る
方
法
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
税
を
「
医
療
保
険
分
」「
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
」「
介
護
保

険
分
（
40
歳
か
ら
64
歳
）」
と
し

て
算
定
す
る
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
。
こ
の
改
正
に
と
も
な
い
、
保

険
税
の
限
度
額
も
見
直
さ
れ
ま

す
。

算
定
方
法
の
改
正

　

こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税

は
、「
医
療
分
」
と
「
介
護
分
」

の
合
算
額
で
し
た
が
、
平
成
20
年

度
か
ら
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
を
支
援
す
る
た
め
の
「
支
援

分
」
が
加
わ
り
、
次
の
３
区
分
の

合
算
額
に
な
り
ま
す
。

①
医
療
給
付
費
分
に
係
る
課
税
額

（
医
療
分
）

②
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
に
係

る
課
税
額
（
支
援
分
）

③
介
護
納
付
金
分
に
係
る
課
税
額

（
介
護
分
）

　

年
金
か
ら
天
引
き
で
保
険
税
を

徴
収
す
る
仕
組
み
を
「
特
別
徴

収
」、
本
人
が
窓
口
や
口
座
振
替

で
保
険
税
を
支
払
う
仕
組
み
を

「
普
通
徴
収
」
と
呼
び
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
対
象
者
は
、
世
帯

主
（
疑
主
世
帯
主
を
除
く
）
の
年

金
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
が
天
引

き
で
徴
収
さ
れ
ま
す
。

特
別
徴
収
対
象
者
世
帯

①
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満

で
あ
る
こ
と
。

②
国
民
健
康
保
険
世
帯
主
が
、
年

額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し

て
い
る
こ
と
。

③
世
帯
主
の
国
民
健
康
保
険
税
と

介
護
保
険
料
と
の
合
算
額
が
、
年

金
支
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な

い
こ
と
。

※
上
記
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
税
は
国

民
健
康
保
険
世
帯
主
の
年
金
か
ら

特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り
の

納
付
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
税
務
課
国
保
税
係

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
１
２
６

　平成 20 年度から

長島町国民健康保険税の税率が統一されます

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

国
民
健
康
保
険
税
の
算

定
方
法
が
変
わ
り
ま
す

10 月から国民健康保険税の特別徴収（年金からの天引き）がはじまります
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Ｕ Ｈ Ｆ ア ン テ ナ

地 上 デ ジ タ ル テ レ ビ

放 送 対 応 テ レ ビ

Ｕ Ｈ Ｆ ア ン テ ナ

地 上 デ ジ タ ル
テ レ ビ 対 応
チ ュ ー ナ ー 現 行 テ レ ビ

自然公園内で手続きが必要な行為
行為の内容 特別地域 普通地域

工作物の新築・改築・増築 ◎ 　 △ ※注 1
木竹の伐採 ( 草本類は含まない ) ◎ ×
木竹以外の植物の採取、損傷 指定種◎ ×
動物 ( 卵を含む ) の捕獲、殺傷、損傷 指定種◎ ×
鉱物や土石の採取 ◎ ○
河川、湖沼の水位・水量の増減 ◎ ○
指定湖沼への汚・廃水の排出 ◎ ×
広告物の掲出 ( 案内板 ･ 慰霊碑 ･ 銅像等を含む ) ◎ ○
水面の埋立 ･ 干拓 ◎ ○
開墾・土地の形状変更 ◎ ○
海底の形状変更 － △
屋根・壁面等の色彩の変更 ◎ ×
物の集積、貯蔵 ( 屋外 ) 指定物 ◎　※注 2 ×

◎：要許可　　○：要届出　　△：一定条件以上は要届出　　×：許可 ( 届出 ) 不要

自然公園制度とは
　優れた自然の風景地を保護するとともに、その利用の増進を図り、国民の保健・休養・
教化に資することを目的とした制度です。
自然公園内で開発行為などを行う場合は
　自然公園（国立公園）内では優れた風景地を保護するため、公園計画に基づき、各種
開発行為が規制されています。
　自然公園内で次のような行為を行う場合には、事前に許可申請または届出の手続きが
必要となります。
　手続きの種類　○特別地域など・・・許可制（許可基準に照らして適否を判断）
　　　　　　　　○普通地域・・・・・事前届出制（届出後、30 日間の着手制限あり）

上記の表現は厳密ではありませんのでご注意ください。

＊行為の性格・規模によっては、許可・届出を要しないものが

　あります。

　( 自然公園法施行規則第 12･13･13 条の 15･15 条 )

＊動植物の指定種・乗入れ規制等の指定区域は地域ごとに

　決められていますので、詳細は県環境保護課へご確認

　ください。

＊（注１）以下の基準を超える場合届出が

　必要となります。

　　陸域：建築物

　　（高さ 13 ｍまたは延面積 1,000

　　㎡）、鉄塔（高さ 30 ｍ）等

　　( 自然公園法施行規則

　　第 14 条 )

＊（注２）土石、廃棄物

　等。詳細は県環境保護

　課へご確認ください。

■問い合わせ先

鹿児島県環境生活部環境保護課

℡０９９- ２８６- ２６１７

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

平
成
20
年
７
月
中
に
、
長
島

南
、
長
島
北
、
川
床
の
デ

ジ
タ
ル
中
継
局
（
春
木
ケ
丘
、
行

人
岳
、
矢
岳
）
が
開
局
し
、
エ
リ

ア
内
に
お
い
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

（
地
デ
ジ
）
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

Ｑ
デ
ジ
タ
ル
化
で
テ
レ
ビ
は
変
わ

る
の
？

Ａ
生
活
の
中
で
も
最
も
身
近
な

「
テ
レ
ビ
」
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

っ
て
、
今
ま
で
に
な
い
、
多
様
で

高
度
な
放
送
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
し

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

の
高
画
質
・
高
音
質
に
加
え
て
、

と
て
も
便
利
な
デ
ー
タ
放
送
や
電

子
番
組
ガ
イ
ド
、
双
方
向
サ
ー
ビ

ス
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し

い
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
ア
ナ
ロ
グ
放

送
で
は
で
き
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス

が
実
現
し
ま
す
。

Ｑ
な
ぜ
放
送
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

の
？

Ａ
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

大
き
な
目
的
の
ひ
と
つ
に
、
電
波

の
有
効
利
用
が
あ
り
ま
す
。
放
送

や
通
信
に
使
え
る
電
波
は
無
限
で

な
く
、
あ
る
一
定
の
周
波
数
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
使

用
で
き
る
周
波
数
に
余
裕
が
な

く
、
隙
間
の
な
い
ほ
ど
過
密
に
使

わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
化
す
れ
ば
、
チ
ャ
ン
ネ

ル
（
周
波
数
）
に
余
裕
が
で
き
ま

す
。
空
い
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
防

災
、
交
通
事
故
防
止
、
携
帯
電
話

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
有
効
に

使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
地
デ
ジ
を
見
る
に
は
ど
う
す
る

の
？

Ａ
大
き
く
分
け
て
、
次
の
２
つ
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。

○
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え

る○
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い

足
す

　

集
合
住
宅
や
ビ
ル
陰
、
山
間
部

な
ど
の
難
視
聴
解
消
の
た
め
の
共

聴
施
設
で
テ
レ
ビ
を
視
聴
し
て
い

る
場
合
、
そ
の
施
設
を
地
デ
ジ
が

受
信
で
き
る
よ
う
に
改
修
や
調
整

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
の
終
了

時
期
が
近
づ
く
と
、
改
修
工
事
が

集
中
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
共
聴
施
設
の
設
置
者
や
管

理
者
は
、
お
早
め
に
保
守
管
理
業

者
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
テ
レ
ビ
を
買
う
時
に
注
意
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
テ
レ
ビ
な
ど
を
購
入
さ
れ
る
際

に
は
、
機
器
に
貼
付
し
て
あ
る
シ

ー
ル
を
目
印
に
し
て
く
だ
さ
い
。

詐
欺
・
悪
質
商
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

地
デ
ジ
に
便
乗
し
て
、
架
空

請
求
の
疑
い
が
あ
る
請
求

書
の
配
布
や
、
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ

ル
化
工
事
を
装
っ
た
詐
欺
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

地
デ
ジ
に
関
連
し
て
、
不
審
な

請
求
を
受
け
た
り
、
疑
わ
し
い
工

事
の
勧
誘
を
受
け
た
と
き
に
は
、

す
ぐ
に
支
払
わ
ず
、
九
州
総
合
通

信
局
や
近
く
の
警
察
署
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

２
０
１
１
年
７
月
24
日
ま
で
に

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
し
、
地
デ

ジ
に
完
全
移
行
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
地
デ
ジ
全
般
に
関
す
る
こ
と

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１

（
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
で
つ
な
が
ら
な

い
と
き
は
０
３
‐
４
３
３
４
‐

１
１
１
１
）

○
九
州
の
地
デ
ジ
開
局
情
報
、
視

聴
エ
リ
ア
、
地
デ
ジ
詐
欺
通
報
等

総
務
省
九
州
総
合
通
信
放
送
課

℡
０
９
６
‐
３
２
６
‐
７
８
８
２

長島町

雲仙天草国立公園

図の凡例

特別地域

普通地域

自
然
公
園
内
の
開
発
行
為
は
手
続
き
を

地上デジタル放送
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【課長補佐級】  
総務課長補佐兼行政係長

（保 健 衛 生 課 長 補 佐 兼 国 民 健 康 保 険 第 一 係 長）　　　岩切　　豊
企画財政課長補佐兼企画調整第一係長兼広報統計係長

（総 務 課 長 補 佐 兼 行 政 係 長）　　　　　　　　　兒玉　　誠
保健衛生課長補佐兼国民健康保険第一係長

（企 画 財 政 課 長 補 佐 兼 財 政 第 一 係 長）　　　　　　前田　益久
町民福祉課長補佐兼社会福祉第一係長福祉事務所兼務

（町民福祉課長補佐兼社会福祉係長福祉事務所兼務）　塩見　義光
会計課長補佐兼会計第一係長

（企 画 財 政 課 長 補 佐 兼 企 画 調 整 第 一 係 長 兼 広 報 統 計 係 長）　宮脇　道夫
農林課長補佐兼農村振興係長

（社 会 教 育 課 分 室 長 兼 社 会 教 育 係 長）　　　　　　　　山口　敏幸
建設課長補佐兼用地係長

（ 建 設 課 主 幹 兼 用 地 係 長 ）　　　　　　　　　 大 西　 藤 男
耕地課技術補佐兼工務係長

（ 耕 地 課 主 幹 兼 工 務 係 長 ）　　　　　　　　　 大 堂　 充 博
水道課長補佐兼管理第一係長

（水道課長補佐兼管理係長）　　　　　　　　　畠中　陽一
水道課技術補佐兼水道第一係長

（水 道 課 主 幹 兼 水 道 第 一 係 長）　　　　　　　　岩切　秀利
教育総務課長補佐兼教育総務係長

（社 会 教 育 課 主 幹 兼 社 会 教 育 第 三 係 長）　　　　　湯田あけみ
社会教育課長補佐兼社会教育第三係長

（教 育 総 務 課 長 補 佐 兼 教 育 総 務 係 長）　　　　　　福山　眞人
総務課主幹兼財産管理係長兼交通安全係長

（建 設 課 主 幹 兼 管 理 係 長 兼 建 築 係 長）　　　　　　城戸　隆也
総務課主幹兼庶務係長

（ 教 育 総 務 課 主 幹 兼 教 育 管 財 係 長 ）　　　　　　 松 下　 恵 子
総務課主幹兼消防防災第一係長

（農 林 課 主 幹 兼 農 村 振 興 係 長）　　　　　　　　木上　勝徳
企画財政課主幹兼財政係長

（ 企 画 財 政 課 主 幹 兼 財 政 第 二 係 長 ）　　　　　　 長 岡　 勇 二
税務課主幹兼国民健康保険税係長

（総 務 課 主 幹 兼 消 防 防 災 係 長）　　　　　　　　岩下　友成
保健衛生課主幹兼介護保険係長

（保 健 衛 生 課 主 幹 兼 保 健 係 長）　　　　　　　　大西　恵子
保健衛生課主幹兼保健係長

（保 健 衛 生 課 主 幹 兼 介 護 保 険 係 長）　　　　　　　　　 上原　弘子
水産商工課主幹兼工務係長

（建 設 課 主 幹 兼 工 務 第 五 係 長）　　　　　　　　 畠 中　　 保
水産商工課主幹兼商工観光係長

（税 務 課 国 民 健 康 保 険 税 係 長）　　　　　　　　乾　三紀夫
会計課主幹兼会計第二係長

（ 会 計 課 主 幹 兼 会 計 係 長 ）　　　　　　　　　 瀬 戸 口 一 美
総合管理課主幹兼町民第三係長福祉事務所兼務

（ 総 務 課 主 幹 兼 庶 務 係 長 ）　　　　　　　　　 畠 中　 恵 美

農林課主幹兼林務第二係長
（水産商工課商工観光係長）　　　　　　　　　山下　俊弘
建設課主幹兼工務第二係長

（建 設 課 主 幹 兼 工 務 第 三 係 長）　　　　　　　　濵田　健二
建設課主幹兼工務第三係長

（建 設 課 主 幹 兼 工 務 第 四 係 長）　　　　　　　　久保　良昭
建設課主幹兼工務第四係長

（水 産 商 工 課 主 幹 兼 工 務 係 長）　　　　　　　　石橋　久信
建設課主幹兼工務第五係長

（建 設 課 主 幹 兼 工 務 第 二 係 長）　　　　　　　　 林　　 幸 弘
建設課主幹兼管理係長兼建築係長

（総 務 課 主 幹 兼 財 産 管 理 係 長 兼 交 通 安 全 係 長）　　　濵田　照幸
農業委員会主幹兼第一係長

（農 林 課 主 幹 兼 林 務 第 二 係 長）　　　　　　　　川畑　秀紀
農業委員会主幹兼第二係長

（ 農 業 委 員 会 主 幹 兼 係 長 ）　　　　　　　　　 大 西　 康 文
【係長級】

選挙管理委員会書記兼総務課消防防災第二係長
（選 挙 管 理 委 員 会 書 記 兼 総 務 課 主 任）　　　　　　牧　　祐治
町民福祉課社会福祉第二係長福祉事務所兼務

（ 会 計 課 主 任 ）　　　　　　　　　　　　　 長 元　 勝 弘
水道課水道第五係長（水 道 課 主 査）　　　　　久保　　修
水道課管理第二係長（水道課主査）　　　　湯田　雄介
教育総務課教育管財係長

（ 町 民 福 祉 課 主 任 福 祉 事 務 所 兼 務 ）　　　　　　 川 畑　 幸 治
企画財政課主任（企画財政課主事）　　　　　　濱口　高文
企画財政課主任（企画財政課主事）　　　　　　荒田あけみ
町民福祉課主任

（総合管理課主任福祉事務所兼務）    　　　　　　竹田　知美
総 合 管 理 課 主 任（ 総 合 管 理 課 主 事 ）　　　　 石 橋　 純 一
学 校 教 育 課 主 任（ 学 校 教 育 課 主 事 ）　　　　　 小 城　 忠 弘

【係員】
企 画 財 政 課 主 事（ 町 民 福 祉 課 主 事 ）　　　　 毛 利　 里 子
税務課主事

（町民福祉課主事福祉事務所兼務）    　　　　　　上　　晃盛
町民福祉課主事福祉事務所兼務

（ 建 設 課 主 事 ）　　　　　　　　　　　　　 中 村　 朋 之
建 設 課 主 事（ 農 業 委 員 会 主 事 ）　　　　　　 田 中　 智 広
建設課主事（税 務 課 主 事）　　　　　　　　豊田　宏光
耕地課土木技師（耕 地 課 主 事）　　　　　　山口　博之

【夢追いふるさと納税関係】
本部長　　　　　　　　　　　副町長　川﨑　鐵夫
副本部長　　　　　　　　　　副町長　大堂　定憲
担当主任　　　　　　　企画財政課長　林　　誠治
担当主任　　　　　　　総合管理課長　小森　芳裕
担当　　企 画 財 政 課 長 補 佐 兼 企 画 調 整 第 一 係 長 兼 広 報 統 計 係 長　兒玉　　誠
担当　　 総 合 管 理 課 長 補 佐 兼 管 理 係 長 兼 町 民 第 一 係 長 福 祉 事 務 所 兼 務　本田　勝郎

指
江
の
町
有
地
と
町
有
建
物

を
公
売
し
ま
す
。

○
物
件
の
所
在
地

指
江
４
８
４
番
３

○
土
地

宅
地　

７
２
３
・
44
㎡

○
建
物

旧
中
央
公
民
館

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て

床
面
積　

５
０
３
㎡

○
説
明
会

平
成
20
年
７
月
16
日
（
水
）

午
前
９
時
～

指
江
庁
舎
会
議
室
・
現
地

○
入
札

平
成
20
年
７
月
23
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分

指
江
庁
舎
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
総
務
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
２
１
８

便 幣串港発 水俣港着
第１便 　７：３０ 　８：００
第２便 １０：３０ １１：００
第３便 １７：２０ １７：５０

便 水俣港発 幣串港着
第１便 　８：１０ 　８：４０
第 2 便 １３：３０ １４：００
第３便 １８：００ １８：３０

対象 現在 変更後
大人 １，２００円 １，３００円
小人   　６００円 　  ６５０円

障害者   　６００円 １，０００円
介護者   　６００円 １，０００円

学生   　６００円 １，０００円

幣串港―水俣港間で運航している「ししじま」

料金表

水俣港⇒幣串港　時刻表

幣串港⇒水俣港　時刻表

旧
中
央
公
民
館
を
売
り
払
い
ま
す

公売

   獅子島汽船の

時刻と料金
　　　　 を変更

幣串港と熊本県水俣市の水俣港を結ぶ定期船「ししじま」
の運航時刻と乗船料金が８月１日から変更されます。

　「ししじま」はこれまで、１日４往復運航してきましたが、
燃料の高騰などで１日３往復の運航に減便されます。また、乗
船料金も値上げされます。

８
月
１
日
か
ら

１
日
３
往
復

↓
定
期
船
「
し
し
じ
ま
」
に

乗
り
込
む
獅
子
島
の
島
民
ら

↓
指
江
に
あ
る
旧
中
央
公
民
館

７月 23 日

午前９時 30 分
入札

指江庁舎会議室

７月１日付けで、町職員の人事異動がありましたのでお知らせします。（　）は旧職

町職員の人事異動発令
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ご
み
出
し
に

　
　
　

関
心
を
持
っ
て

INFORMATION

 

有
害
鳥
獣

　
　
　

狩
猟
免
許
試
験

 

男
女
共
同
参
画
週
間

 

ふ
る
さ
と
美
化
活
動

 

ク
リ
ー
ン
長
島

 

動
物
愛
護

　
　
　

講
習
会
の
開
催

 

宮
之
城
高
等
技
術

　

専
門
校
入
校
生
募
集

 

歯
科
保
健
合
同

　
　
　

研
修
会
の
開
催

 

食
中
毒
注
意
報
発
令

　

ご
み
処
理
に
は
皆
さ
ん
の
税
金

が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
出
す
ご
み

に
責
任
を
持
ち
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
出
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ご
み

を
減
ら
す
取
り
組
み
を
し
ま
し
ょ

う
。

○
最
近
燃
え
る
ご
み
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

・
面
倒
が
ら
ず
に
分
別
し
て
出
し

ま
し
ょ
う

・
生
ご
み
の
水
切
り
は
し
っ
か
り

し
ま
し
ょ
う

○
資
源
ご
み
は
き
れ
い
に
し
て
出

し
ま
し
ょ
う
。

・
び
ん
類
・
缶
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
水
で
軽
く
す
す
ぎ
ま
し
ょ
う

・
ト
レ
ー
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

汚
れ
は
取
り
除
い
て
、
き
れ
い
に

し
て
出
し
ま
し
ょ
う

・
レ
ジ
袋
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う

・
び
ん
の
ふ
た
は
取
り
ま
し
ょ
う

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
と
ふ

た
は
は
ず
し
ま
し
ょ
う

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
新
聞
チ
ラ
シ
・

紙
パ
ッ
ク
は
、
別
々
に
紙
紐
で
く

く
り
ま
し
ょ
う

・
そ
の
他
の
紙
に
新
聞
紙
や
紙
パ

ッ
ク
類
、
使
用
済
み
の
テ
ィ
ッ
シ

ュ
な
ど
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う

　

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

ご
み
に
対
す
る
認
識
と
協
力
が
な

け
れ
ば
、
ご
み
問
題
は
解
決
し
ま

せ
ん
。
お
願
い
し
ま
す
。
ご
み
問

題
に
関
心
を
持
ち
、
ご
み
を
減
ら

す
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
20
年
度
の
有
害
鳥
獣
狩
猟

免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

○
試
験
場
所

北
薩
地
域
振
興
局　

林
務
水
産
部

出
水
支
所
（
旧
出
水
合
同
庁
舎
）

○
試
験
日
時

平
成
20
年
８
月
31
日
（
日
）

午
前
９
時
～

○
受
験
申
込
期
間

平
成
20
年
７
月
14
日
（
月
）
～

平
成
20
年
８
月
８
日
（
金
）

○
受
験
申
込
先

長
島
猟
友
会
お
よ
び
東
猟
友
会

※
試
験
前
に
北
薩
地
域
振
興
局
林

務
水
産
部
出
水
支
所
で
講
習
会
が

行
わ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

長
島
町
役
場　

農
林
課　

林
務
係

℡
０
９
９
６-

８
６-

１
１
１
１

内
線
２
１
４
２

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

が
平
成
11
年
６
月
23
日
に
施
行
さ

れ
、
県
は
毎
年
７
月
25
日
か
ら
31

日
ま
で
を
男
女
共
同
参
画
週
間
と

定
め
ま
し
た
。

男
女
が
お
互
い
に
協
力
し
あ

い
、
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
の
ま
わ
り

の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
、
こ
の
週
間
を
機
会
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

毎
年
７
月
第
４
日
曜
日
は
、
県

下
全
域
で
青
少
年
ふ
る
さ
と
美
化

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
町
で
は

７
月
27
日
（
日
）（
前
後
２
週
間

程
度
）
を
『
ク
リ
ー
ン
長
島
』
と

称
し
て
、各
集
落
で
清
掃
活
動（
空

き
缶
拾
い
、
海
岸
清
掃
等
）
を
実

施
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、
地
域
住

民
、
各
団
体
（
子
ど
も
会
・
自
治

公
民
館
・
老
人
ク
ラ
ブ
等
）
が
連

携
し
、
活
動
に
協
力
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
健
所
で
は
、
動
物
愛
護
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
講
習
会

を
受
講
さ
れ
た
人
は
、
宮
之
城
畜

犬
管
理
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施
す
る

「
犬
の
譲
渡
会
」
で
犬
の
譲
渡
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

・
犬
の
飼
い
方
、
し
つ
け
方
な
ど

に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
人

・
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
い
た
い
と
思

っ
て
い
る
人

・
そ
の
他
、
興
味
の
あ
る
人
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
開
催
日
時
お
よ
び
場
所

・
平
成
20
年
７
月
16
日

　

川
薩
保
健
所

・
平
成
20
年
８
月
６
日

　

大
口
保
健
所

・
平
成
20
年
８
月
20
日

　

出
水
保
健
所

・
平
成
20
年
８
月
22
日

　

さ
つ
ま
町
ひ
ま
わ
り
館

○
時
間

・
受
付　

午
後
１
時
～

・
講
習　

午
後
１
時
30
分
～

○
講
習
内
容

・
犬
の
飼
い
方
、
し
つ
け
方

・
動
物
由
来
感
染
症
に
つ
い
て

・
質
疑
応
答

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
平
成
20
年
度
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
と
平
成
21
年
度
の
推

薦
選
考
の
入
校
生
を
募
集
し
ま

す
。

○
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

中
・
高
生
、
一
般
を
対
象
に
土

工
、
建
築
大
工
の
体
験
入
校
生
を

募
集
し
ま
す
。

・
期
日

平
成
20
年
７
月
31
日

・
申
込
期
限

平
成
20
年
７
月
24
日

※
申
込
書
は
、
県
内
の
中
学
校
、

高
等
学
校
、
職
業
安
定
所
に
あ
り

ま
す
。

○
推
薦
選
考

（
室
内
造
形
科
・
建
築
工
学
科
）

　

土
工
、
建
築
大
工
の
技
術
技
能

の
習
得
を
目
的
と
し
た
入
校
生
を

募
集
し
ま
す
。

・
受
付
期
間

平
成
20
年
８
月
25
日
～
９
月
10
日

・
選
考
日

平
成
20
年
９
月
22
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

℡
０
９
９
６
‐
５
３
‐
０
２
０
７

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会
で
は
、
第

18
回
出
水
地
区
歯
科
保
健
合
同
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

平
成
20
年
７
月
24
日

午
後
３
時
～

○
場
所　

鶴
丸
会
館
（
出
水
市
）

○
講
師

社
会
福
祉
法
人
向
陽
会

や
ま
び
こ
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

歯
科
衛
生
士　

瀬
戸
上
ユ
ウ
子
氏

○
演
題

「
生
活
の
し
づ
ら
さ
」
を
予
防
的

視
線
で
支
援

○
入
場
料　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

出
水
郡
歯
科
医
師
会

℡
０
９
９
６
‐
８
４
‐
４
４
１
１

　

県
保
健
福
祉
部
で
は
、
６
月
15

日
か
ら
10
月
14
日
ま
で
の
期
間
で

食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
気
候
に

な
っ
た
と
き
に
、「
食
中
毒
注
意

報
」
を
発
令
し
、
県
民
お
よ
び
食

品
関
係
営
業
者
に
対
し
て
食
品
取

扱
上
の
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
食

中
毒
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

○
食
中
毒
予
防
三
原
則

食
中
毒
菌
を

・
付
け
な
い

　

十
分
な
手
洗
い

　

食
材
の
洗
浄

　

調
理
器
具
の
洗
浄
、
消
毒

・
増
や
さ
な
い

　

冷
蔵
・
冷
凍
保
存

　

調
理
は
迅
速
に

　

早
く
食
べ
る

・
や
っ
つ
け
る

　

十
分
な
加
熱
（
中
心
温
度
が
75

　
℃
以
上
で
１
分
以
上
）

　

長
島
町
観
光
協
会
は
６
月
11

日
、
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

で
通
常
総
会
を
開
き
、
新
役
員
を

選
出
し
ま
し
た
。

　

選
出
さ
れ
た
役
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。

会　

長　

礒
永
秀
生

副
会
長　

石
田
政
美　

大
平
逸
雄

監　

事　

岩
崎
清
志　

小
川
千
昭

　
　
　
　

小
林
信
正

町
観
光
協
会
の
役
員
改
選

◎発売期日　７月 14 日～８月１日
◎抽  選  日　８月 12 日
賞金は１等・前後賞合わせて３億円
　　１等　　　２億円× 40 本
　　前後賞各　５, ０００万円
　　２等　　　１億円× 80 本
※宝くじの収益金は、住み良いまちづくり
に役立てられています。

サマージャンボ宝くじが発売されます
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新刊を紹介します。

町
長
動
静
　
６
月

１
日　

関
西
な
が
し
ま
会
設
立
総
会
（
大
阪
府
）

２
日　

第
１
回
地
方
自
治
振
興
促
進
懇
談
会
（
鹿
児
島
市
）

３
日　

地
域
保
健
活
動
連
絡
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

４
日　

獅
子
島
振
興
会
（
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

獅
子
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会
（
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
長
島
町
役
場
）

５
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
（
出
水
市
）

６
日　

全
国
高
速
道
路
建
設
協
議
会
総
会
（
東
京
都
）

７
日　

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
総
会
（
阿
久
根
市
）

９
日　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
臨
時
議
会
（
阿
久
根
市
）

10
日　

長
島
町
観
光
公
社
理
事
会
（
長
島
町
役
場
）

11
日　

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

12
日　

町
遺
族
会
総
会
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

13
‐
23
日　

町
議
会
定
例
会
（
長
島
町
役
場
）

14
日　

平
尾
大
字
自
治
公
民
館
長
と
語
る
会
（
老
人
憩
い
の
家
）

23
日　

社
会
基
盤
整
備
促
進
協
議
会
監
査
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

豪
雨
災
害
現
地
調
査
（
町
内
）

24
日　

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
総
会
（
指
江
庁
舎
）

25
日　

日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
等
指
定
管
理
者
証
交
付
式

（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

東
町
漁
業
協
同
組
合
総
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

北
薩
地
域
行
政
懇
話
会
（
薩
摩
川
内
市
）

　
　
　

町
技
連
会
総
会
（
Ｊ
Ａ
長
島
事
業
所
）

27
日　

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
総
会
（
出
水
市
）

　
　
　

東
町
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
創
立
30
周
年
記
念
式
典

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

30
日　

鶴
翔
高
校
農
業
後
継
者
育
成
対
策
協
議
会
総
会
（
阿
久
根
市
）

脳
を
活
か
す
勉
強
法

茂
木
健
一
郎  
著

青空のむこう
アレックス・シアラー  著

あなたの脳は、年齢、環境に関係なく、飛躍的に成長する！ 「鶴
の恩返し勉強法」「瞬間集中法」など、脳のしくみを活かした
３７の勉強法を大公開。

「
こ
の
世
」
に
思
い
を
残
し
た
ま
ま
死
ん
だ
少
年
が
、「
こ
の
世
」

に
ゴ
ー
ス
ト
と
な
っ
て
戻
っ
て
く
る
。
友
達
、
家
族
に
思
い
を
伝

え
る
術
が
な
か
っ
た
が
、
最
後
に
奇
跡
が
起
き
て
「
あ
の
世
」
に

旅
立
っ
て
ゆ
く
。 

人
見
知
り
す
る
も
羞

は
じ
ら
ひ
初
螢　
　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

雨
や
み
て
螢
激
し
く
身
を
こ
が
す　
　
　
　

大
堂　

早
苗

島
が
好
き
島
人
が
好
き
別
れ
梅
雨　
　
　
　

平
山　

勝
子

父
の
日
や
帳
尻
合
わ
す
酒
一
升　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

初
蛙
張
り
し
田
水
は
昏
れ
残
り　
　
　
　
　

平
山　

風
鳥

古
本
の
十
字
縛
り
や
梅
雨
ご
も
り　
　
　
　

迫
口　

君
代

老ろ
う
し
ょ
う
鶯
の
背
山
前
山
傘
を
干
す　
　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

我
が
手
首
痛
み
癒い

へ
な
ば
十
年
余

　
　
　

親
し
み
し
琴
き
っ
ぱ
り
止
め
ん　
　

本
田　

幸
子

梅
雨
明
け
も
真
近
き
晴
れ
間
の
夕
映
に

　
　
　

蜻と
ん
ぼ蛉
の
群
は
飛
び
交
ひ
て
を
り　
　

町
田
キ
ク
エ

梅
雨
晴
れ
の
光
に
ぬ
れ
て
南
天
は

　
　
　

こ
ぼ
れ
る
ほ
ど
の
花
を
匂
は
す　
　

松
元　

睦
子

湖
畔
に
は
桜
散
り
初そ

め
湖
面
に
は

　
　
　

イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
の
如
き
白
鳥　
　
　

吉
田　

映
子

さ
は
さ
は
と
音
し
て
迫
る
大
潮
は

　
　
　

蜷に
な

と
る
人
等
の
足
に
満
ち
く
る　
　

岩
下　

ち
江

梅
雨
の
季
に
今
年
は
濡
れ
ず
街
路
樹
に

　
　
　

滴
し
た
た

る
雫

し
ず
く

を
窓
に
み
て
を
り　
　
　
　

岩
下　

房
代

老
逝
き
て
読
経
聞
こ
ゆ
る
庭
先
に

　
　
　

め
じ
ろ
鶯
共
に
鳴
き
を
り　
　
　
　

樫
平　

頼
子

山
々
の
狭は

ざ
ま間

に
湧
き
ゐ
る
湯
に
浸
り

　
　
　

渓
流
に
鳴
く
河か

じ
か鹿
愛
し
む　
　
　
　

米
尾　

和
子

予
期
を
せ
ぬ
幸
せ
思
ふ
峠
道

　
　
　

越
へ
て
真
近
に
虹
立
つ
見
れ
ば　
　

垂
門　

つ
た

降
り
続
く
雨
を
眺
め
て
日
を
送
る

　
　
　

一ひ
と
ひ日
長
か
ら
ん
母
の
横
顔　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

濃
霧
晴
れ
眼
下
に
見
ゆ
る
草
原
の

　
　
　

な
だ
り
は
深
く
草
食は

む
牛
ら　
　
　

浜
田
美
代
子

地
球
果
つ
る
兆
し
の
如
き
地な

い震
の
報

　
　
　

聞
き
つ
つ
寒
し
今
日
の
五
月
雨　
　

浜
畑　

松
枝

エ
コ
ー
に
て
我
が
心
臓
を
初
に
見
る

　
　
　

噴ふ
き
だ出
す
血
潮
し
ぶ
き
の
音
聞
く　
　

林　
　

ヒ
ロ

短
歌

夜
中
な
る
目
を
覚
し
た
ら
寝
ら
れ
な
い

　
　
　

ど
う
と
打
寄
せ
波
の
音
な
り　
　
　

町
田　

末
則

丘
の
辺
に
眺
め
る
棚
田
は
青
み
き
て

　
　
　

湛た
た

え
る
水
の
輝
き
見
ゆ
る　
　
　
　

藤
川
い
み
子

俳
句

墜
落
の
刹
那
離
る
る
蝶
の
恋
　
　
　
　
　
　
川
添
　
行
秋

そ
の
昔
母
も
さ
し
た
や
日
傘
か
な
　
　
　
　
笹
元
　
政
美

月　　日 受　付　時　間 健　　診　　場　　所 対　象　地　区

8 月 4 日（月）
９：００～１０：００ 薄井公民館 薄井

１３：３０～１４：３０ 保健福祉センター            赤崎・山寺・上揚・野中

8 月 5 日（火）
９：００～１０：００

保健福祉センター
山中・本町・矢堂

１３：３０～１４：３０ 宮ノ浦・西・菅牟田
8 月 6 日（水） ９：００～１０：００ 平尾老人憩いの家 母良木・平尾中南・藤之元・萩之牟礼

8 月 11 日（月） ９：００～１０：００ 保健センター 指江
8 月 12 日（火） ９：００～１０：００ 城川内公民館 城川内

8 月 22 日（金）
９：３０～１０：００ 伊唐アイランドセンター 伊唐

１３：３０～１４：００ 加世堂公民館 加世堂・梅ノ木山

8 月 25 日（月）
９：３０～１０：００ 市来崎公民館 市来崎

１３：３０～１４：００ 牧公民館 牧

8 月 29 日（金）
９：３０～１０：００ 脇崎公民館 脇崎

１３：３０～１４：００ 塩追公民館 塩追

9 月 2 日（火）
９：３０～１０：００ 田尻公民館 田尻

１３：３０～１４：００ 火ノ浦公民館 火ノ浦

9 月 3 日（水）
９：３０～１０：００

山門野コミュニティセンター
山門野下・山門野上

１３：３０～１４：００ 山門野中

9 月 5 日（金）
９：３０～１０：００ 北方崎公民館 北方崎

１３：３０～１４：００ 茅屋漁村センター 茅屋

9 月 9 日（火）
９：３０～１０：００ 高齢者コミュニティセンター 御所ノ浦

１３：３０～１４：００ 湯ノ口もくもく館 湯ノ口

9 月 10 日（水）
９：３０～１０：００

幣串漁村センター 幣串
１３：３０～１４：００

9 月 11 日（木）
９：３０～１０：００

獅子島アイランドセンター 片側
１３：３０～１４：００

9 月 16 日（火）
９：３０～１０：００ 唐隈公民館 唐隈

１３：３０～１４：００ 広野公民館 広野
9 月 24 日（水） ８：００～１０：００ 蔵之元公民館 蔵之元
9 月 25 日（木） ８：００～１０：００ 川床コミュニティセンター 川床上・川床中・川床下・小坂・杉ノ段

　平成 20 年４月から、40 歳以上 75 歳未満の人に対する特定健診の実施が義務付けられました。
　町では、メタボリックシンドローム（内蔵脂肪型肥満）の早期発見を目的とした特定健康診査
を行い、審査でメタボリックシンドローム、あるいはその予備軍とされた人に対して、特定保健
指導を行います。
　７月以降に実施する特定健康診査は、次のとおりです。
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

国大会へ生田兄妹が出場全 全日本少年少女空手道選手権大会

牟田Ａが初の栄冠
公民館対抗ゲートボール大会

島地区森林組合が有効活用長 日本マンダリンセンター等を指定管理

　６月 18、全日本空手道連盟が主催する第８回全日
本少年少女空手道選手権大会に出場する、鷹巣小学校
の生田智輝君（４年）、優里さん（２年）の兄妹が長
島町役場町長室を訪れ、川﨑鐵夫副町長に出場報告を
行いました。
　大会は、８月９日、10 日に東京武道館で開かれま
す。型の部に出場する智輝君は「練習の成果を発揮し
たい」。組み手の部に出場する優里さんは「日本一に
なれるようにがんばります」と意気込んでいました。

　第３回自治公民館対抗ゲートボール大会が
６月３日から８日まで、長島町総合交流ター
ミナル施設で開催されました。
　今大会には、昨年より参加チームが２つ増
え、32 公民館から 53 チームが出場。１次予
選、２次予選を勝ち抜いた６チームにより決
勝リーグが行われました。決勝リーグは、高
度な技術と優れた戦術で見ごたえのある試合
が展開されました。
　長島町ゲートボール協会の上傳会長は「魅
力を再認識できるような試合が多かった。参
加チームを増やし、競技人口の増と町民の健
康増進につなげたい」と話していました。
　今大会の成績は次のとおりです。

【優勝】菅牟田Ａ　【２位】西Ｃ　【３位】山寺Ｂ

　日本マンダリンセンターと長島町総合交流ターミナ
ル施設の指定管理者証交付式が６月 25 日、長島町役
場町長応接室でありました。
　管理者として指定されたのは、長島地区森林組合（毛
利農武夫代表理事組合長）です。同日は、町、組合関
係者を前に、川添健町長から毛利組合長へ指定管理者
証が交付されました。
　交付式を終えて毛利組合長は「大切な施設を大事に
使用させていただきます」とあいさつしました。

↑戦術と技術にに優れた試合が展開される

↓全国大会出場を報告した智輝君、優里さんら

↑指定協定書に調印する川添町長と毛利組合長

菅

精込め育てた作品披露
ウチョウラン・山野草展

客さまに感謝し事故防止呼びかけお 町商工会交通安全キャンペーン

ご飯が待ち遠しい白 川床小が田植えに挑戦

丹

↑一列にならんで、等
間隔に苗を植え付ける
児童たち

←時間がたつにつれ、
手慣れた様子で手植え
する児童

  長島町文化協会主催による「ウチョウラン・山野草展」
が 6 月 17 日と 18 日の両日、長島町役場ロビーであ
りました。

会場には、山野草部会（竹島憲一部長）の会員が
丹精込めて育てたウチョウランやギボウシなどが並べ
られ、役場を訪れた人は熱心に観賞していました。

　商工会の日の６月 10 日に合わせ、長島町商工会は
６月 12 日、黒之瀬戸大橋駐車場前で交通安全キャン
ペーンを行い、通りかかる車両の運転手らにヤクルト
やチラシを配りながら安全運転を呼びかけました。
　阿久根警察署によると、本町では６月 11 日現在で
昨年の２倍近い事故が発生しているそうです。

　川床小学校５年生 22 人が６月 27 日、学
校近くの水田で田植えに挑戦しました。
　児童たちは、県営中山間総合整備事業で整
備した川床しいなし公園内にある約５㌃の水
田に、県の奨励品種であるヒノヒカリの苗、
育苗箱 22 ケース分を植え付けました。
　「等間隔に印のつけられた紐に沿って植え
る」、「水に浮かべずしっかりと挿す」などと
苗の植え方の指導を受けた後、児童たちは競
うように水田に入り、泥んこになりながら苗
を手植えしました。
　器用な手つきで苗を植えつけていた渡邊綾
乃さんは、「最初は底がなくヌルヌルしてい
たけど慣れました。白ご飯が大好きです」と
早くも収穫を待ちわびている様子でした。

↓かわいらしい花が並べられた会場

↑警察の協力を得て、キャンペーンを展開
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

身泥まみれにも満面の笑み全 平尾保育園どろんご遊び

然学び自然と生きる
幣串小で食農出前授業

子連育成のため積極的に活動町 県子ども会育成連絡協議会表彰

　６月 14 日、平尾保育園の園児たちは平尾の水田で
どろんこ遊びを楽しみました。
　同園の恒例行事となっているこの遊び。園児たちや
保護者、保育士が参加して、同園裏の水田でかけっこ
リレー、樽船競争、綱引きなどで盛り上がりました。
　はじめは慎重に足を踏み入れた園児たちも、時がた
つにつれ全身泥まみれとなって歓声を上げ、満面の笑
みを浮かべていました。

　６月 20 日、幣串小の全児童 14 人が食農
教育の出前授業として、北薩振興局出水支所
や県森林技術総合センターの森林インストラ
クターを講師に招いて学習しました。
　はじめに、ひょうたん島にある植物や樹木
の名前・由来を、実物を見たり触ったりしな
がら学びました。特に花や実、葉のにおいが
あるもの、鳥が好む実がなるものなど、身近
な植物や樹木についての説明に子どもたちは
興味津々の表情でした。
　次に、海を豊かにし、魚や貝が多くするた
めには、山に木を植えればいいことを学びま
した。山の森林は、魚や貝を育てる働きをし
ているという具体的な話に、児童たちは目を
見開いて聞き入っていました。
　最後は、森林インストラクターによる木工
クラフト。身近な木工素材を使い、木の枝に
飛行機や小鳥を飾り付けるという、世界で
たった一つのクラフトづくりに、児童たちは
熱中しました。

　平成 20 年度鹿児島県子ども会育成連絡協議会から
６月６日、長島町子ども会育成連絡協議会の江良登貴
男会長が表彰されました。
　同協議会の指導者および育成者の部で表彰された江
良会長。鹿児島市にある県青少年会館で開かれた総会
で、会員らが見守る中、表彰状が授与されました。
　 江 良 会 長 は、
平成４年に子ど
も会育成会に入
会 し、 旧 東 町、
新長島町の同協
議 会 副 会 長、 会
長などを歴任さ
れ ま し た。 リ ー
ダーシップを発
揮 し、 子 ど も 会
活動に尽力され
た功績が認めら
れ、 今 回 の 表 彰
をとなりました。

↑児童は自然を大切にすることは、自分たちの生活を豊かにすることと学ぶ

↓泥水を跳ね上げながらはしゃぎ回る園児たち

自

船でキャラクターづくり
ラッコ教室にボランティア

しさは一致団結して打開苦 東町漁協青年壮年部創立 30 周年

険を知り回避法を学ぶ危 町子ども会イン・リーダー研修

風

↑ニュースポーツを体
験し、夢中になる子ど
もたち

←デスクワークやゲー
ムを通して、他校の児
童・生徒たちと交流を
深める

　５月 23 日、ラッコ教室（親子教室）に鹿児島市か
らボランティアが飛び入りしました。
　ボランティアに訪れたのは、バルーン工房に所属す
る３人。風船でとんぼや飛行機、くまなどさまざまな
ものを作って教室に参加した親子を楽しませました。
　参加者たちは、３人の指導を受けならが、アンパン
マンの腕輪を手づくりしました。

　東町漁業協同組合青壮年部（水永一朗部長＝部員
105 人）は今年、創立 30 周年を迎えたことから６月
27 日、開発総合センターで記念式典を開催しました。
　式典では、水永部長が「苦しい経営状況の中、今だ
からできる経営がある。一致団結して打開していこう」
とあいさつ。歴代の部長を功労者として表彰し、今年
入部した新漁業後継者を部員に紹介しました。
　アトラクションとして、同漁協女性部の部員が和太
鼓の演奏を披露して、式典を盛り上げました。

　長島町子ども会育成連絡協議会と町教育委
員会は６月 28 日、29 日の２日間、熊本県あ
しきた青少年の家で「長島町子ども会イン・
リーダー研修会」を実施しました。
　この研修会は、地域子ども会のリーダー養
成と役員間・地域間の情報交換が目的で行わ
れ、小学５年生から中学１年生までの計 39
人が参加しました。
　初日は、ニュースポーツ体験でシャッフル
ボードをしたり、夜はナイトゲームで肝試し
をしたりと交流を深めしました。
　２日目は、ＫＹＴ（キケンのＫ、ヨチのＹ、
トレーニングのＴ）と題して、危険の予知、
回避について研修。現代の子どもは、直接体
験が不足しがちなため、「危険を前もって知
ること」や「危険をよけさせること」などを
学びました。

↓バルーンに夢中の親子連れ

↑盛大に開催された記念式典
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昨年度の開会式の様子

参
加
者
募
集

　

こ
の
た
び
、
旧
関
西
あ
づ
ま

会
と
旧
関
西
な
が
し
ま
会
は
合

併
し
ま
し
た
。

　

合
併
後
の
第
１
回
交
流
会
を

６
月
１
日
、
大
阪
市
都
島
区
の

太
閤
園
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
回
と
い
う
こ
と
で
、
長
島

町
か
ら
川
添
町
長
を
は
じ
め
濵

上
議
会
議
長
他
９
名
の
皆
さ

ま
、
鹿
児
島
大
阪
事
務
所
木
原

所
長
、
鹿
児
島
県
人
会
総
連
合

会
稲
盛
会
長
代
理
と
し
て
霜
出

幹
事
長
他
４
名
の
皆
さ
ま
、
長

島
町
よ
り
漁
業
同
組
合
長
様
、

商
工
会
会
長
様
、
農
業
協
同
組

合
東
事
業
所
長
様
と
多
数
の
ご

来
賓
を
お
迎
え
し
、
会
員
と
と

も
に
総
勢
２
８
０
余
名
の
ご
出

席
の
も
と
で
、
長
井
副
会
長
の

開
会
宣
言
に
て
開
会
い
た
し
ま

し
た
。

　

そ
し
て
川
畑
会
長
あ
い
さ
つ

の
後
、
川
添
町
長
よ
り
ご
あ
い

さ
つ
を
賜
り
、
新
生
関
西
な
が

し
ま
会
執
行
部
新
役
員
の
紹

介
、
濵
上
議
長
の
乾
杯
へ
と
続

き
ま
し
た
。

　

川
添
町
長
に
は
、
長
島
町
の

近
況
や
将
来
へ
の
展
望
等
、
非

常
に
力
強
い
ス
ピ
ー
チ
を
い
た

第
56
回
三
地
区
親
善
体
育
大
会
が
７
月

20
日
、
天
草
市
牛
深
町
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

競
技
種
目
は
、
剣
道
、
弓
道
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
、
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
（
男
子
・
女
子
）、
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
卓
球
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
の
12
種
目
で
す
。

　

本
町
を
代
表
し
て
出
場
さ
れ
る
選
手
の
皆

さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に

水
中
運
動
会
「
ア
ク
ア
キ
ッ

ズ
フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。
夏
休

み
を
利
用
し
て
健
康
増
進
や
友
達
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
泳

ぐ
の
が
苦
手
な
人
も
運
動
会
に
参
加

し
て
、
水
に
慣
れ
親
し
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　

平
成
20
年
８
月
６
日

午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

※
８
月
５
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら

練
習
会
を
行
い
ま
す
。

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

対
象

小
学
校
４
～
６
年
生
、
中
学
生

種
目

水
中
４
人
５
脚

浮
き
輪
で
Ｇ
Ｏ
！

着
衣
＆
お
着
替
え
１
０
０
㍍
リ
レ
ー

水
中
玉
入
れ

ノ
ー
タ
ッ
チ
ボ
ー
ル

以
上
の
５
種
目

参
加
申
込

８
月
５
日
の
練
習
会
の
際
お
申
込
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
２
２
３
３

だ
き
、
会
場
内
一
時
静
粛
し
、

会
員
の
皆
さ
ま
が
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
話
に
聞
き
入
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
第
２
部
で
は
、
生
バ

ン
ド
演
奏
や
ブ
ロ
の
三
味
線
演

奏
、
カ
ラ
オ
ケ
、
踊
り
、
最
後

に
童
謡
「
ふ
る
さ
と
」
を
故
郷

長
島
町
を
偲
び
な
が
ら
全
員
で

合
唱
し
、
最
後
ま
で
全
員
が
一

つ
の
輪
と
な
り
盛
大
な
う
ち
に

次
回
（
第
２
回
）
の
再
会
を
誓

り
つ
つ
、
閉
会
で
き
ま
し
た
こ

と
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
ご
来
賓
の

皆
さ
ま
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
暖

か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物

と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
の
第
１
回
交
流
会
に
際

し
ま
し
て
は
長
島
町
役
場
様
、

長
島
研
醸
様
、
他
各
界
の
皆
さ

ま
よ
り
数
々
の
ご
芳
志
を
頂
戴

し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

関
西
な
が
し
ま
会

　
　
　
　

会
長　

川
畑　

清
勝

老
人
ク
ラ
ブ

に
運
営
を

委
託
し
て
仲
間
づ

く
り
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
、

積
極
的
に
社
会

参
加
活
動
を
す
る

こ
と
を
目
的
と
し

た
高
齢
者
学
級
の

開
級
式
が
６
月
下

旬
、
ほ
ぼ
終
了
し

ま
し
た
。
本
年
度

は
町
内
で
15
学
級
が
結
成
さ
れ
、
開
級
式
で
は
和
気

あ
い
あ
い
の
も
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
健
康
活
動
、
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ

あ
い
を
中
心
と
し
た
友
愛
活
動
、
神
社
や
集
落
清
掃

な
ど
の
奉
仕
活
動
等
、
い
ろ
い
ろ
な
計
画
が
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
ど
の
学
級
も
活
動
す
る
意
欲
に
満
ち

溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
学
級
を
結
成
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
結
成

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
社
会
教
育
課
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１　

内
線
２
２
３
３

総勢 280 人故郷長島を偲ぶ
第１回
関
西
な
が
し
ま
会

交
流
会
報
告

↑
大
阪
市
の
会
場
で
盛
大

に
開
か
れ
た
交
流
会

平
成
20
年
度

高
齢
者
学
級
ス
タ
ー
ト

カヌー長島海峡横断大会を８月 11 日に開
催します。郷土長島の自然に親しみなが

ら、環境保全に対する意識を高めるとともに、
海洋性スポーツを通じて青少年の礼節と基礎
体力の向上を図ことを目的としています。
　当日は、午前９時に蔵之元港に集合し、開
会式の後、フェリーで牛深港へ移動して午前
11 時 50 分に牛深港を出発して蔵之元港を目
指します。
　選手は、小学５年生以上でカヌー教室を受
講し、本大会に耐え得る体力と乗艇技術を修
得します。選手へのご声援をお願いします。
■問い合わせ先
町教育委員会社会教育課
℡ 0996-86-1111　内線 2233

56
回
目
の
三
地
区
親
善
交
流

長島海峡をカヌーで横断

全国一斉水中運動会

アクアキッズフェス

↑
水
中
４
人
５
脚

↑
浮
き
輪
で
Ｇ
Ｏ

↓
水
中
玉
入
れ

↓
着
衣
＆
お
着
替
え
１
０
０
㍍

↓
ノ
ー
タ
ッ
チ
ボ
ー
ル

紺
碧
の
海
を
カ
ヌ
ー
で
横
断
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プロ野球選手として活躍された坂東氏

グランドチャンピオンに輝いた「しらゆり号」

本
町
で
宝
く
じ
文
化
講
演
会

の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
に
は
、
テ
レ
ビ
等

で
お
な
じ
み
の
「
板
東
英
二 

氏
」

を
講
師
と
し
て
迎
え
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

  

宝
く
じ
文
化
講
演
会
は
、
全
国

各
地
で
地
域
文
化
の
振
興
に
資
す

る
と
と
も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広

報
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
開
催
費
用
は
全
額
宝
く
じ

の
収
益
金
か
ら
助
成
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
２
２
３
２

　　　　独身男女交流イベント

　　　　第２回 “めぐり愛” ウェディング長島
　　　参加者募集　

開催日時　平成 20 年 10 月 25 日（土）　13：00 ～ 22：00
　　　　　平成 20 年 10 月 26 日（日）　  9：00 ～ 16：00
　　　　　（１泊２日）
宿泊会場　サンセット長島
　　　　　鹿児島県出水郡長島町指江 1553
　　　　　℡ 0996-88-5300
参加資格　現在、概ね 25 歳以上 50 歳以下の独身女性・男性
　　　　　結婚歴は問いません。但し、男性は長島町在住者
　　　　　だけとなります。
募集人員　80 人
参  加  費　女性 5,000 円　男性 12,000 円
■問い合わせ先　長島町役場　総務課
　　　　　　　　ＴＥＬ　0996-86-1111　内線 1212・1219
　　　　　　　　ＦＡＸ　0996-86-0950
　　　　　　　　 E-mail　 soumu@town.nagashima.lg.jp

日時　　９月６日（土）　午後７時
会場　　長島町文化ホール
入場　　無料

▲
▲

▲

野
球
解
説
・
評
論
家

坂
東
英
二
講
演
会

町
は
平
成
19
年
度
、
地
域
住
宅
交
付
金
事
業
と
し
て
福
ノ
浦
の
空
き
家
を
改
修
し
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
定
住
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
住
宅
に
６
月
末
、
兵
庫
県
か
ら
小
早
川
潤
さ
ん
（
43
）・
純
子
さ
ん
（
37
）
夫
妻
が
引
越
し
て
来
ら
れ
ま

し
た
。７
月
２
日
に
は
役
場
窓
口
で
転
入
手
続
き
を
終
え
ら
れ
、町
長
室
で
川
添
健
町
長
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

町
が
地
域
住
宅
交
付
金
事
業
を
導
入
し
て
、
初
の
転
入
者
と
な
ら
れ
た
小
早
川
さ
ん
夫
妻
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
こ
れ
ま
で
ど
ち
ら
に
お
住
ま
い

で
し
た
か
？

Ａ
兵
庫
県
西
宮
市
で
す
。

Ｑ
長
島
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
？

Ａ
片
付
け
で
散
歩
に
も
出
て
い
ま

せ
ん
。
夜
、
ふ
と
外
へ
出
て
み
る

と
星
が
き
れ
い
で
し
た
。

Ｑ
Ｉ
タ
ー
ン
す
る
き
っ
か
け
は
？

Ａ
昔
か
ら
「
ど
こ
か
住
み
た
い

ね
」
と
普
通
に
考
え
て
い
ま
し

た
。
旅
行
が
好
き
で
、
長
島
を
訪

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
長
島
を
選
ば
れ
た
理
由
は
？

Ａ
Ｉ
タ
ー
ン
先
を
天
草
か
ら
長
島

の
間
で
探
し
て
い
て
、
役
場
を
訪

ね
た
と
き
、
こ
の
物
件
を
紹
介
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
自
然
豊
か

で
、
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
探
せ

ま
し
た
。

Ｑ
今
後
の
目
標
は
？

Ａ
家
庭
菜
園
よ
り
少
し
大
き
め
の

畑
で
栽
培
等
を
手
掛
け
た
い
で

す
。
お
金
を
稼
ぐ
の
で
は
な
く
、

豊
か
に
暮
ら
せ
た
ら
良
い
で
す
。

↑
川
添
町
長
の
歓
迎
を
受
け

る
小
早
川
さ
ん
ご
ご
夫
妻

小早川さん夫妻
Ｉターン

●
長
島
町
春
季
畜
産
共
進
会

　

平
成
20
年
度
春
季
畜
産
共
進
会

が
５
月
20
日
、
毎
床
家
畜
審
査
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
に
は
、
町
内
か
ら
40
頭

出
場
し
、
１
部
・
２
部
に
月
齢
ご

と
に
個
体
審
査
と
比
較
審
査
が
行

わ
れ
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
ォ
ン

賞
に
森
山
津
軽
さ
ん
の
所
有
牛

「
さ
つ
き
号
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
出
品
者
名
で
記
載

種
牛
１
部　

セ
リ
終
了
後
～
12
カ
月

最
優
秀
賞

１
席　

丸
橋
幸
治

２
席　

宮
路
幸
雄

３
席　

増
田
孝
文

４
席　

浦
底
初
男

５
席　

門
元
政
文

６
席　

脇
田　

泉

７
席　

瀬
ノ
口
里
美

８
席　

島
﨑　

弘

９
席　

池
田　

良
廣

10
席　

市
尾　

德

11
席　

山
口　

忠

優
秀
賞

増
永
辰
馬　

内
田
秋
宏

山
口　

忠　

松
元
啓
太

福
山
健
一　

宮
路
幸
雄

西
村
信
良

種
牛
２
部　

13
カ
月
～
19
カ
月

最
優
秀
賞

１
席　

森
山
津
経

２
席　

浦
底
初
男

３
席　

赤
嵜
年
武

４
席　

出
永
一
文

５
席　

町
田
光
彦

６
席　

倉
田
裕
德

７
席　

山
口
正
成

優
秀
賞

森
山
津
経　

西
村
信
良
２
頭

山
口　

忠　

山
口
正
成
２
頭

町
田
光
彦　

宮
路
幸
雄

古
川
修
一
２
頭　

浦
底
初
男

宮
路
義
輝　

長
元
峰
男

神
原
キ
ヌ
エ　

平
山
義
雄

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

２
部
１
席

森
山
津
軽
「
さ
つ
き
号
」

●
出
水
地
区
春
季
畜
産
共
進
会

　

平
成
20
年
度
出
水
地
区
春
季
畜

産
共
進
会
が
５
月
26
日
、
出
水
中

央
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
、
出
水

地
区
内
の
育
成
牛
37
頭
が
２
部
門

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
１
部
に
11
頭
、

２
部
に
７
頭
の
合
計
18
頭
が
出
場

し
、
１
部
の
浦
底
初
男
さ
ん
所
有

牛
「
し
ら
ゆ
り
号
」
が
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
、
最
優
秀
賞
の

全
席
に
長
島
町
の
出
品
牛
が
入
賞

し
ま
し
た
。

　

２
部
で
は
、
浦
底
初
男
さ
ん
所

有
の｢

き
よ
か
号｣

が
２
席
、
３

席
、
５
席
に
も
本
町
出
品
牛
が
入

賞
し
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

※
出
品
者
名
で
記
載

種
牛
１
部

最
優
秀
賞

１
席　

浦
底
初
男

２
席　

丸
橋
幸
治

３
席　

増
田
孝
文

４
席　

島
﨑　

弘

５
席　

市
尾　

德

優
勝
賞

山
口　

忠　

門
元
政
文

池
田
良
廣　

瀬
ノ
口
里
美

宮
路
幸
雄　

脇
田　

泉

種
牛
２
部

最
優
秀
賞

１
席　

浦
底
初
男

３
席　

赤
嵜
年
武

５
席　

森
山
津
経

優
秀
賞

出
永
一
文　

倉
田
裕
德

山
口
正
成　

町
田
光
彦

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

１
部
１
席

浦
底
初
男
「
し
ら
ゆ
り
号
」

“しらゆり号” 地区Ｇチャンピオン
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Nice Sm
ile

（　）内は前月比

人　口　  11,920( +1)
男　性　　5,740( +4)
女　性　　6,180(  -3)
世　帯　　4,383(  -2)

平成 20 年 6 月 30 日現在

川添町長から認定書と看板が渡される

水仙の球根を植栽する建友会の会員

積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り

 わが
ま

ち

の景観
づ

く

り

インタビュー

Ｑ
伊
唐
大
橋
が
開
通
し
て
生
活
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
か
？

Ａ
開
通
前
は
、
台
風
で
海
を
渡
れ
ず

２
人
く
ら
い
亡
く
な
っ
た
と
聞
き
ま

す
。
今
は
家
の
前
ま
で
救
急
車
が
来

て
く
れ
ま
す
。
橋
と
一
緒
に
畑
も
整

備
さ
れ
、
所
得
も
倍
増
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
若
い
人
が
残
る
よ
う
に
な

り
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
も
増
え
ま
し
た
。

役
場
や
病
院
な
ど
用
事
を
済
ま
せ
る

の
に
半
日
、
一
日
か
か
り
で
し
た

が
、
今
で
は
１
時
間
も
あ
れ
ば
済
み

ま
す
。

Ｑ
獅
子
島
架
橋
実
現
に
向
け
て
、
島

民
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す

Ａ
伊
唐
住
民
が
良
か
っ
た
と
感
じ
た

こ
と
を
、
架
橋
実
現
で
獅
子
島
の
人

た
ち
も
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
恩
恵
を

受
け
て
ほ
し
い
で
す
。

伊唐の次は獅子島へ

伊唐自治公民館長
丸橋松志さん（49）

■
編
集
後
記

▽
今
年
、
消
防
職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
た
新
人
が
、
初
め
て
消
防
操

法
大
会
で
審
査
に
あ
た
り
ま
し

た
。
現
在
、
消
防
学
校
で
訓
練
中

の
こ
の
新
人
は
、
消
防
団
員
た
ち

の
機
敏
な
動
作
を
目
の
当
た
り
に

し
、「
自
分
も
さ
ら
に
頑
張
る
」

と
気
を
引
き
締
め
ま
し
た
。
消
防

団
員
の
気
迫
が
一
人
の
青
年
を
成

長
さ
せ
た
一
日
で
し
た
。（
濱
口
）

認定
番号 団体名 代表者 構成員数 主な活動場所

５号 共栄建設株式会社
鹿児島支店

支店長
川原成満 16 人 小浜国道３８９号沿い

共栄建設事務所前

６号 株式会社長崎組 代表取締役
鶴長親雄 25 人 汐見国道３８９号沿い

旧レストラン太陽跡

７号 唐隈そてつ会 代表
中屋　修 12 人 唐隈国道３８９号沿い

前田組倉庫前

ふ
る
さ
と
景
観
協
定
団

体
新
た
に
３
団
体
認
定

　

本
町
の
景
観
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
景
観
協
定

団
体
に
、
新
た
に
３
団
体
が
認
定

さ
れ
、
７
月
４
日
、
役
場
町
長
室

で
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
協
定
団
体
は
、
７
団
体
と

な
り
ま
し
た
。

長
島
町
建
友
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
球
根
植
栽

　

長
島
町
建
友
会
（
福
山
義
弘
会

長
）
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
も
７
月
４
日
、
小
浜

か
ら
鷹
巣
ま
で
の
県
道
沿
い
に
水

仙
の
球
根
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　

同
会
会
員
の
42
業
者
65
人
が
全

長
約
２
㌔
に
、
約
１
万
個
の
球
根

を
植
え
付
け
ま
し
た
。。
年
末
に

は
き
れ
い
な
水
仙
が
沿
道
を
飾
っ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ふ
る
さ
と
景
観
協
定
団
体
募
集

　

町
で
は
、「
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て

長
島
を
一
周
す
る
国
・
県
道
沿
い
に
花
壇
を
作
り

管
理
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
、
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
国
、
県
、
町
が
管
理
す
る
い
ず
れ
の
土
地
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
土
地
が
あ
る
場
合

に
は
、
事
業
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
事
業
推
進
課　

景
観
係

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
２
６
６

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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日 月 火 水 木 金 土

２００８

お知らせカレンダー
広報ながしま８月

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

  ７/２７ １ ２

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

  ７/２８   ７/２９   ７/３０   ７/３１

３１

◎ＭＲ（3期、4期）
◎母子相談

（保健センター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

○飯尾医院 88-5040
○椎原歯科医院 67-4111

□高尾野会営薬局 62-2110

□本町薬局 73-3233

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

◎三種混合
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
（浦底・川床・山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○鷹巣診療所 86-0054
○白男川歯科医院 63-0009

□ポポロ薬局 63-4630

□第二緑調剤薬局 63-1177

□神川薬局本店 72-0170

□長島調剤薬局 64-5555

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）

○上野歯科医院 63-2306

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

○上野歯科医院 63-2306

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック88-6405
○よしもと歯科クリニック 75-3333

□奥田薬局 67-3400

□あかせがわ調剤薬局 72-5959

□しおかぜ薬局 88-6011

□脇本調剤薬局 75-2215

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ＢＣＧ（保健センター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ 3 歳児歯科検診
（保健センター）

◎ 3.6 歳児健診
（保健センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
（浦底・川床・山門野）

●高尾野医療センター 82-0017

●北国医院 72-0016

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

　　　○平尾診療所 88-2595
　　　　○塩山歯科医院 62-2634

□マリン薬局 63-6678

□緑調剤薬局阿久根店 72-3388

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ 1.6 歳児健診
（保健福祉センター）

◎ 2・2.6 歳児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
■びん・有害　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。
祝日には、国旗を掲げましょう！

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野病院 82-3113

　　　　○飯尾医院 88-5040

　　　　○橋口歯科医院 63-2330

□ふれあい薬局 63-3070

□すくすく薬局 72-5010

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611


